
　４月２０日、暑寒公園において増毛町漁業協同組合主催で、増毛小学校の１年生、２年生を対象にさけ稚

魚放流式が行われました。児童たちがそれぞれコップに入ったさけの稚魚１０数匹を、「また戻ってきてね」

「海まで頑張ってね」などと声をかけながら暑寒川に通じる水路に放流しました。このさけの稚魚は、順

調にいけば４、５年程で故郷の暑寒川に遡上するとのことです。

ＪＪＲＲ留萌－増毛留萌 － 増毛間間、、 １２月４日廃止１２月 ４ 日廃止へへ ‥‥‥‥２～３Ｐ２～３Ｐ

平成28年度 教育執行方針平成 28 年度 教育執行方針 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４４～９～９ＰＰ

まちの話題（各入学式・入園式 なまちの話題（各入学式・入園式 などど）） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０１０～１１～１１ＰＰ

北海道マラソ北海道マラ ソ ンン２０１６２ ０ １ ６ 参加者募集！‥‥参加者募集！‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１８ １８Ｐ などＰ　 な ど 

ＪＲ留萌 － 増毛間、 １２月 ４ 日廃止へ ‥‥２～３Ｐ
平成 28 年度 教育執行方針 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４～９Ｐ

まちの話題（各入学式・入園式 など） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０～１１Ｐ

北海道マラ ソ ン２ ０ １ ６ 参加者募集！‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １８Ｐ　 な ど 
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留留留留留留留留留留
萌萌萌萌萌萌萌萌萌萌
線線線線線線線線線線

留留留留留留留留留留

留
萌
線
 留
萌萌萌萌萌萌萌萌萌萌萌－－－－－－－－－－－

増増増増増増増増増増
毛毛毛毛毛毛毛毛毛毛
間間間間間間間間間間

増
毛
間

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＪＲ

月月月月月月月月月月
４４４４４４４４４４
日日日日日日日日日日
廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃
止止止止止止止止止止

　
　
　
　
 　
月
４
日
廃
止
へへへへへへへへへへへ

１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２１２

滑
土
砂
崩
れ
に
よ
る
脱
線
事
故
が
起
き
や
す

い
中
歌
下
の
線
路

ＪＲ留萌線　留萌－増毛間の状況

　営業収入約５００万円（Ｈ２６年度）に対し、運行経

費が約２億１千万円で、約２億円の赤字となってい

る。また、過去２回土砂崩れによる脱線事故が起き

ている線路脇の急傾斜地整備に数十億円かかる見込

みである。

○輸送密度（１㎞当たりの１日平均輸送人員）

　…３９人（Ｈ２６年度）※昭和６２年度では４８０人

○営業係数（１００円の営業収益を得るのに係る費用）

　…４，１６１円（Ｈ２６年度）

　
４
月
８
日
、
堀
雅
志
町
長
は
、
こ
の
日
開
か
れ
た

町
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、　

留
萌
線
留
萌－

ＪＲ

増
毛
間
（
　
・
７
㎞
）
を
　
月
４
日
に
廃
止
す
る
こ
と

１６

１２

に
同
意
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

　
町
は
、
昨
年
８
月
　
日
の
　
北
海
道
か
ら
の
廃
線

１０

ＪＲ

申
し
入
れ
か
ら
、
複
数
回
に
わ
た
っ
て
町
議
会
の
意

向
を
踏
ま
え
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
廃
止
日
に
つ
い
て
　
北
海
道
は
当
初
、
今

ＪＲ

年
　
月
か
ら
　
月
末
の
廃
止
を
提
案
し
て
き
ま
し
た

１０

１１

が
、
１
日
で
も
長
い
運
行
を
求
め
る
町
側
は
難
色
を

示
し
、
ま
た
地
域
振
興
支
援
の
面
で
も
折
り
合
い
が

つ
か
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
　
北
海
道
が
改
め
て
提

ＪＲ

案
し
た
地
域
振
興
支
援
の
内
容
と
、　

月
４
日
の
廃

１２

止
日
に
同
意
す
る
と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
留
萌
線
留
萌－

増
毛
間
の
廃
止
に
伴
う
　
北
海

ＪＲ

ＪＲ

道
の
増
毛
町
に
対
す
る
支
援
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　
北
海
道
の
提
案
を
町
が
受
け
入
れ

ＪＲ○
始
発
・
最
終
列
車
に
対
す
る
代
替
輸
送
に
つ
い

て
、　

年
分
と
し
て
計
５
千
万
円
を
支
援
す
る
。

１０

○
増
毛
駅
周
辺
の
鉄
道
用
地
並
び
に
駅
舎
及
び

ホ
ー
ム
等
を
無
償
譲
渡
す
る
。
ま
た
、
舎
熊
駅

周
辺
に
つ
い
て
も
無
償
譲
渡
す
る
。

○
増
毛
駅
周
辺
の
整
備
費
用
と
し
て
１
億
３
千

万
円
を
支
援
す
る
。

○
増
毛
町
の
産
業
・
観
光
振
興
に
つ
い
て
、
今
後

も
送
客
等
継
続
し
て
実
施
す
る
。

○
定
期
利
用
者
へ
１
年
間
、
バ
ス
定
期
運
賃
と
の

差
額
を
補
償
す
る
。
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留
萌
線
は
１
９
１
０
年（
明
治

年
）
に
留

４３

萌
―
深
川
間
が
開
業
し
、
１
９
２
１
年
（
大

正
　
年
）
に
増
毛
ま
で
延
伸
さ
れ
ま
し
た
。

１０
　
当
時
は
重
要
な
輸
送
手
段
で
も
あ
り
、
多

く
の
物
資
が
増
毛
町
に
流
入
し
、
増
毛
駅
前

を
中
心
に
栄
え
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
通

勤
や
通
学
で
多
く
の
町
民
が
利
用
し
、
地
域

の
主
要
な
交
通
手
段
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

し
た
。

　
１
９
８
１
年
（
昭
和
　
年
）
に
は
、
増
毛

５６

駅
周
辺
が
、
俳
優
の
故
高
倉
健
主
演
映
画

「
駅
 Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
の
舞
台
と
な
り
、

映
画
フ
ァ
ン
な
ど
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
自
家
用
車
が
普
及
し
て
車
社
会

化
が
進
み
、
過
疎
化
の
影
響
も
あ
っ
て
、
利
用

者
が
減
り
続
け
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
年
に
わ
た
っ
て
地
域
振
興
と

９５　
　
　
　
観
光
の
要
と
し
て
活
躍

▲大正から昭和初期の増毛駅舎周辺の様子。

協
議
の
経
過
な
ど

平
成
　
年
８
年
　
月

２７

１０

　
増
毛
町
に
対
し
　
北
海
道
よ
り
留
萌
線
留
萌－

増
毛
間

ＪＲ

の
廃
線
に
つ
い
て
正
式
に
申
し
入
れ

８
月
　
日
３１
　
増
毛
町
か
ら
、
留
萌－

増
毛
間
が
廃
止
と
な
っ
た
場
合

の
懸
念
事
項
に
つ
い
て
　
北
海
道
に
伝
え
る

ＪＲ

９
月
４
日

　
廃
止
提
案
に
係
る
経
緯
等
を
町
議
会
へ
説
明

９
月
７
日

　
広
報
ま
し
け
９
月
号
に
て
廃
止
問
題
に
係
る
意
見
募
集

を
行
う

９
月
　
日
１４
　
元
陣
屋
に
お
い
て
　
北
海
道
に
よ
る
住
民
説
明
会
が
開

ＪＲ

か
れ
る
（
約
１
０
０
名
参
加
）

　
月
１
日

１２
　
　
北
海
道
よ
り
、
懸
念
事
項
に
対
す
る
回
答
を
受
け
る

ＪＲ

　
月
４
日

１２
　
町
議
会
全
員
協
議
会
で
　
北
海
道
か
ら
の
回
答
に
つ
い

ＪＲ

て
報
告

　
月
８
日

１２
　
自
治
会
長
会
議
で
　
北
海
道
か
ら
の
回
答
に
つ
い
て
報

ＪＲ

告
し
、
さ
ら
に
意
見
募
集
を
呼
び
か
け
る

平
成
　
年
１
月
　
日

２８

２０

　
町
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、　

北
海
道
と
今
後
細

ＪＲ

か
な
協
議
に
入
る
旨
報
告

２
月
　
日
、　
日
、３
月
　
日

１５

２４

１８

　
町
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、　

北
海
道
か
ら
の
回

ＪＲ

答
に
つ
い
て
重
ね
て
協
議

４
月
８
日

　
町
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
留
萌－

増
毛
間
の
廃
止

に
同
意
す
る
条
件
を
説
明
し
、
廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

判
断
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は
 じ
 め
 に

　
平
成
　
年
度
に
お
け
る
増
毛
町
教
育

２８

行
政
の
執
行
に
か
か
る
主
要
な
方
針
に

つ
い
て
申
し
上
げ
、
議
員
並
び
に
町
民

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
は
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
の
必
要
性
が

随
所
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
先

人
よ
り
「
教
育
の
道
は
、
家
庭
の
教
え

で
芽
を
出
し
、
学
校
の
教
え
で
花
が
咲

き
、
世
間
の
教
え
で
実
が
な
る
」
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
教
育
の
出
発

点
は
家
庭
で
あ
り
、
家
庭
の
基
盤
が
弱

け
れ
ば
教
育
の
成
果
は
あ
が
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
、

価
値
観
の
多
様
化
な
ど
の
大
き
な
社
会

の
う
ね
り
や
変
化
の
中
で
、
家
庭
の
様

相
が
変
わ
り
、
本
来
な
ら
ば
家
庭
で
果

た
す
べ
き
機
能
、
役
割
を
他
者
に
依
存

す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
、
子
ど
も
た
ち
が
陥
っ
て
い
る
大

き
な
問
題
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
の

乱
れ
と
規
範
意
識
の
欠
如
で
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
襟
を
正
す
の
は
大
人
で
あ
り
、

親
で
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
は
、
親
の
言
う
こ
と
は
三
割

ま
で
し
か
身
に
つ
か
ず
、
親
の
行
う
こ

と
は
七
割
以
上
身
に
つ
け
て
し
ま
う
と

言
わ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
躾
に
最
も

有
効
な
こ
と
は
、
親
自
身
が
模
範
と
な

る
こ
と
で
す
。

　
教
育
の
本
来
の
目
的
は
、
人
格
の
向

上
と
完
成
、
そ
し
て
、
社
会
の
一
員
と

し
て
の
常
識
や
人
間
性
を
身
に
つ
け
る

こ
と
で
す
が
、
改
め
て
、
そ
の
土
台
は

家
庭
教
育
に
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、「
生
き
る

力
」
を
育
む
と
い
う
、
子
ど
も
た
ち
の

将
来
を
見
据
え
た
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
学
力
の
確

実
な
定
着
と
、
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
力

の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
で
は
、
こ
の
２
年
間
で

小
学
校
３
校
が
閉
校
と
な
り
、
今
年
度

か
ら
小
学
校
１
校
、
中
学
校
１
校
と
な

り
ま
す
が
、
小
・
中
学
校
間
の
連
携
を

さ
ら
に
高
め
、
子
ど
も
た
ち
の
課
題
の

共
有
や
学
習
指
導
上
の
情
報
交
換
に
よ

り
、
学
校
教
育
の
質
的
向
上
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
幼
稚
園
は
、「
子
ど
も
が
初
め
て
出

会
う
幼
児
期
の
学
校
教
育
」
で
あ
り
、

教
育
課
程
に
基
づ
い
た
遊
び
（
幼
児
が

環
境
に
か
か
わ
っ
て
展
開
す
る
活
動
）

を
と
お
し
た
総
合
的
な
指
導
に
よ
り
、

そ
の
生
活
の
な
か
で
、
達
成
感
や
充
実

感
、
時
に
は
葛
藤
を
味
わ
い
な
が
ら
、

幼
児
期
の
学
ぶ
力
と
心
身
の
育
成
を
図

り
ま
す
。

　
地
域
教
育
に
お
い
て
は
、
増
毛
町
社

会
教
育
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
町
が
有

す
る
自
然
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
歴
史

な
ど
を
背
景
と
す
る
様
々
な
学
習
や
体

験
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
地
域
の
つ

な
が
り
の
中
で
「
心
の
豊
か
さ
」
と

「
生
き
が
い
」
を
実
感
で
き
る
よ
う
施

策
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
少
年
教
育
に
お
い
て
、
小
学

校
低
学
年
か
ら
中
学
生
ま
で
の
継
続
的

な
活
動
の
中
で
、
郷
土
を
知
り
、
郷
土

の
人
を
知
り
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
感

謝
を
思
う
気
持
ち
を
育
て
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
は
、
近
年
、
年
齢
相
応
の
規

範
が
備
わ
っ
て
い
な
い
子
ど
も
が
多
く
、

社
会
教
育
活
動
の
中
で
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
や
、
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
な
ど
を

育
て
る
こ
と
も
大
事
な
役
割
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
以
下
、
学
校
教
育
、
及
び
、
地
域
学

習
に
お
け
る
主
な
施
策
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
小
学
生
写
真

平
成
　
年
度

２８

教
育
執
行
方
針

教育長　佐藤　敏治

　
平
成
　
年
第
１
回
定
例
議
会
に
お
い
て
、
佐
藤
敏
治
教
育
長
か
ら
平
成
　
年

２８

２８

度
教
育
執
行
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
全
文
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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 学
 校
 教
 育
 

教
育
の
充
実

　
社
会
や
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
本
町
の
将
来
を
担
う
児
童
・

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
社
会
の
形
成
に

参
画
し
て
い
く
人
材
と
し
て
成
長
し
て

い
く
た
め
に
は
、「
社
会
で
活
き
る
実
践

的
な
力
の
育
成
」
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
義
務
教
育
９
年
間

を
と
お
し
て
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識

や
学
力
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
ら
を
活
用

し
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
な
ど
の
能

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
に
別
苅
小
学
校

２６

と
阿
分
小
学
校
が
閉
校
と
な
り
、
平
成

　
年
度
に
は
、
小
規
模
校
の
特
性
を
活

２７か
し
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
舎
熊
小
学
校
が
長
い
歴
史

と
伝
統
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
小
学
校
・
中
学

校
が
そ
れ
ぞ
れ
１
校
と
な
り
、
町
内
全

域
が
学
校
区
と
な
る
こ
と
か
ら
、
保
護

者
や
地
域
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
、

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
。
　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
増
毛
町
の
学

校
教
育
の
重
点
目
標
は
次
の
と
お
り
と

し
ま
す
。

１
）
自
ら
学
び
、
考
え
る
力
を
育
て

る
学
習
指
導
の
充
実

２
）
地
域
の
自
然
・
文
化
に
触
れ
、

豊
か
な
体
験
を
と
お
し
た
「
ふ
る

さ
と
学
習
」
の
充
実

３
）
自
己
を
問
い
、
自
ら
律
す
る
心

と
、
他
を
思
い
や
る
心
を
育
て
る

道
徳
教
育
の
充
実

４
）
生
命
の
尊
さ
を
自
覚
し
、
自
ら

心
身
を
鍛
え
育
て
る
健
康
と
安
全

指
導
の
充
実

５
）
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
適
切
な
指
導
、
必
要

な
支
援
を
行
う
特
別
支
援
教
育
の

充
実

　
次
に
、
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　
学
力
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
や
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

テ
ス
ト
な
ど
の
結
果
を
踏
ま
え
、

テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
児

童
生
徒
の
個
々
に
応
じ
た
き
め
細
や
か

な
授
業
を
は
じ
め
、
習
熟
度
別
の
授
業
、

長
期
休
業
中
の
サ
ポ
ー
ト
学
習
な
ど
を

行
い
、
学
力
の
向
上
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
が
、
家
庭
で
の
学
習
習
慣
の
定

着
と
充
実
が
大
切
で
あ
り
、
保
護
者
の

理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
家
庭
学

習
の
手
引
き
」
等
を
活
用
し
た
自
宅
学

習
を
促
し
、
確
か
な
学
力
向
上
を
め
ざ

し
ま
す
。

　
　
　
果
樹
園
写
真

　
道
徳
教
育
は
、
児
童
生
徒
が
自
立
し

た
一
人
の
人
間
と
し
て
、
人
生
を
他
者

と
と
も
に
よ
り
良
く
生
き
る
人
格
の
形

成
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
い
じ
め
の

未
然
防
止
に
も
つ
な
が
る
心
の
教
育
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
も
大
変
重
要
で
あ

り
ま
す
。

　
近
年
、
生
命
を
大
切
に
す
る
心
や
思

い
や
り
の
心
、
基
本
的
な
規
範
意
識
や

倫
理
観
の
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

教
育
活
動
全
般
を
と
お
し
て
、
道
徳
的

な
心
情
、
判
断
力
を
養
う
と
と
も
に
、

家
庭
や
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
職
場
体
験
活
動
、

自
然
体
験
活
動
な
ど
の
豊
か
な
体
験
を

と
お
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
内
面
に
根

ざ
し
た
道
徳
性
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
に
は
増
毛
中
学

２７

校
が
北
海
道
道
徳
教
育
推
進
校
の
指
定

を
受
け
、
教
育
講
演
会
、
公
開
研
究
授

業
、　

月
に
は
道
徳
教
育
実
践
発
表
会

１１

を
開
催
し
多
く
の
関
係
者
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
お
り
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
の
理
念
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
が
、

可
能
性
を
伸
ば
し
、
自
立
や
社
会
参
加

に
向
け
た
主
体
的
な
取
り
組
み
を
支
援

す
る
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
保
護
者
と

の
連
携
を
深
め
、
個
々
の
教
育
的
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
適
切
な
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
各
学
校
に
は
、
学
校
生
活
や
学

習
上
の
困
難
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
、
き

め
細
や
か
な
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
増
毛
町
特
別
支
援
教
育
連
携

協
議
会
に
お
い
て
、
教
育
、
保
健
、
福

祉
等
の
関
係
者
の
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
担
当
教
員
へ
は
、
専
門
性
の
向
上

に
向
け
た
各
種
研
修
会
へ
の
出
席
や
、

教
育
職
員
免
許
法
に
基
づ
く
認
定
講
習

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
し
ま
す
。
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英
語
教
育
は
、
小
学
校
で
は
外
国
語

活
動
が
必
修
化
と
な
り
、
中
学
校
で
は

英
語
の
授
業
時
数
が
増
え
た
こ
と
に
伴

い
、
平
成
　
年
度
か
ら
外
国
語
指
導
助

２３

手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）を
配
置
し
、
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
を
巡
回
し
て
英
語
の
指
導
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
幼
稚
園
で
は
、
ゲ
ー
ム
や
歌
を
と
お

し
た
な
か
で
、
英
語
に
親
し
む
こ
と
を

第
一
に
指
導
に
あ
た
っ
て
お
り
、
小
学

校
で
は
、
視
聴
覚
教
材
等
を
使
用
し
、

直
接
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
会
話
す
る
こ
と
で
英
語

に
慣
れ
親
し
み
、
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
意
欲
を
高
め
る
学
習
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
校
で
は
、
英
語
教
諭
の

進
め
る
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
授

業
内
容
の
習
熟
と
、
よ
り
実
践
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
読
書
活
動
は
、
子
ど
も
が
言
葉
を
学

び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、

創
造
力
を
豊
か
に
し
、
生
き
る
力
を
身

に
つ
け
て
い
く
う
え
で
欠
く
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、「
増
毛
町
子
ど

も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

学
校
図
書
の
蔵
書
充
実
、
朝
読
書
の
実

施
、
元
陣
屋
図
書
室
と
の
連
携
に
よ
る

出
前
図
書
・
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
活
動

を
行
い
、
児
童
生
徒
の
読
書
へ
の
関
心

を
高
め
る
た
め
の
活
動
を
地
域
ぐ
る
み

で
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
増
毛
町
図
書
館
協
議
会
と
の

共
催
で
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
し
て
お
り
、
読
書
感
想
文
集
「
本
と

友
だ
ち
」
を
発
刊
す
る
こ
と
に
よ
り
、

読
書
習
慣
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　
給
食
写
真

　
食
育
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
を
通

じ
て
、
児
童
生
徒
の
健
康
保
持
増
進
や

望
ま
し
い
食
習
慣
を
育
成
す
る
た
め
、

栄
養
教
諭
が
中
心
と
な
り
指
導
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
増
毛
町
学
校
給
食
運
営
委
員

会
を
設
置
し
、
調
理
施
設
等
の
安
全
と

学
校
給
食
の
円
滑
な
運
営
を
図
り
ま
す
。

　
食
材
に
つ
き
ま
し
て
も
、
自
然
に
恵

ま
れ
た
本
町
の
食
材
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
美

味
し
い
給
食
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
い
じ
め
・
不
登
校
に
つ
い
て
は
、
ど

の
子
ど
も
に
も
生
じ
得
る
と
い
う
強
い

認
識
に
立
ち
、
些
細
な
兆
候
で
あ
っ
て

も
敏
感
に
受
け
止
め
、
学
校
全
体
で
の

見
守
り
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
よ

り
早
期
発
見
と
早
期
解
決
に
向
け
、
保

護
者
と
の
情
報
の
共
有
を
図
り
な
が
ら

指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て

情
報
交
換
を
行
う
「
い
じ
め
根
絶
に
向

け
た
子
ど
も
会
議
」
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
中
学
校
に
は
学
校
教
育
活
動
支

援
員
を
配
置
し
、
児
童
生
徒
へ
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
・
学
習
支
援
、
教
職
員
へ

の
助
言
・
支
援
、
保
護
者
へ
の
教
育
相

談
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
特
に
不
登
校
問
題
は
、
心
理
的
、
情

緒
的
、
身
体
的
あ
る
い
は
社
会
的
要
因

や
家
庭
環
境
な
ど
、
そ
の
要
因
と
背
景

は
多
様
化
し
て
お
り
、
時
期
を
失
す
る

こ
と
な
く
、
保
護
者
、
学
校
、
教
育
委

員
会
等
が
連
携
し
問
題
解
決
に
向
け
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
９
月
に
津

波
を
想
定
し
て
行
わ
れ
る
全
町
防
災
訓

練
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
各
学
校
で

の
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
年
数
回
の
火

災
・
地
震
等
の
避
難
訓
練
を
と
お
し
て
、

児
童
生
徒
が
災
害
に
対
す
る
知
識
や
判

断
を
身
に
つ
け
、
自
分
の
生
命
を
安
全

に
保
つ
た
め
の
方
法
を
知
り
、
不
測
の

事
態
に
対
し
、
迅
速
・
的
確
に
集
団
行

動
が
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
各
学
校
の
環
境
整
備
の
主
な
も
の
は
、

小
学
校
で
は
校
舎
外
壁
の
部
分
塗
装
、

中
学
校
で
は
年
次
計
画
で
実
施
し
て
お

り
ま
す
生
徒
用
の
机
・
イ
ス
を
順
次
更

新
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
授

業
の
推
進
に
向
け
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

機
を
小
学
校
、
中
学
校
に
計
画
的
に
導

入
い
た
し
ま
す
。

　
幼
稚
園
教
育
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人

格
形
成
の
基
礎
を
培
う
重
要
な
も
の
で

あ
り
、
学
校
教
育
法
に
規
定
さ
れ
た
目

的
を
達
成
す
る
た
め
、
自
我
の
芽
生
え
、

他
者
の
存
在
を
意
識
し
た
自
己
抑
制
心

の
発
達
等
を
踏
ま
え
、
入
園
か
ら
卒
園

に
至
る
ま
で
の
長
期
的
な
視
野
を
も
っ

て
編
成
さ
れ
る
教
育
課
程
に
基
づ
い
て
、
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幼
児
期
の
特
性
を
踏
ま
え
、
園
児
の
主

体
的
な
活
動
を
促
し
、
心
身
の
調
和
の

と
れ
た
発
達
の
基
礎
を
培
う
学
習
と
、

園
児
一
人
ひ
と
り
の
発
達
の
課
題
に
即

し
た
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
へ
の
円
滑
な
就
学
に

向
け
て
、
保
育
所
、
小
学
校
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
幼
児
期
に
お
け
る
教

育
の
充
実
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
園
児
写
真

　
保
護
者
の
費
用
負
担
の
軽
減
に
つ
い

て
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
教
育
機
会

の
均
等
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
小
学
校
入
学
時
に
ラ
ン
ド
セ
ル
の

寄
贈
、
教
材
費
用
の
助
成
、
傷
害
保
険

掛
金
の
公
費
負
担
、
ス
キ
ー
授
業
の
援

助
、
中
体
連
参
加
費
用
の
助
成
、
中
学

校
入
学
時
費
用
の
助
成
、
高
校
通
学
費

等
の
補
助
、
幼
稚
園
保
育
料
の
軽
減
な

ど
を
継
続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、

今
年
度
か
ら
、
幼
稚
園
保
育
料
の
軽
減

拡
充
と
高
校
通
学
費
等
補
助
金
の
申
請

手
続
き
の
簡
素
化
を
図
り
ま
す
。

　
生
き
生
き
と
活
気
あ
る
学
校
づ
く
り

に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
直
接
携

わ
る
教
員
の
資
質
能
力
に
負
う
こ
と
が

大
き
く
、
教
員
に
は
「
教
育
の
専
門
家

と
し
て
の
指
導
力
」
と
「
豊
か
な
人
間

性
」
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
日

ご
ろ
の
教
育
実
践
や
研
修
の
充
実
を
図

り
、
ま
た
、
学
校
行
事
に
限
ら
ず
地
域

の
行
事
等
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
し
、

人
間
性
を
高
め
、
保
護
者
の
み
な
ら
ず

町
民
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
教
員
を
め
ざ

し
て
、
自
己
研
鑽
を
深
め
る
よ
う
指
導

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 地
 域
 学
 習
 

生
涯
学
習
の
推
進

　
増
毛
町
に
お
い
て
も
、
地
域
社
会
や

家
庭
の
環
境
が
変
化
し
、
住
民
の
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
の
意
識
や
連
帯
感

が
希
薄
化
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
の
教

育
力
も
低
下
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
社
会
教
育
行
政
は
地
域

社
会
の
活
性
化
と
地
域
の
教
育
力
の
向

上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
社
会
が
自
ら

の
生
活
基
盤
で
あ
る
と
と
も
に
、
町
民

自
身
が
地
域
の
構
成
員
で
あ
る
と
い
う

意
識
を
培
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
地
域
の
課
題
を
的
確
に
と
ら
え
た

学
習
機
会
の
提
供
や
、
地
域
に
親
し
み

と
住
民
相
互
の
交
流
に
つ
な
が
る
よ
う

な
社
会
教
育
活
動
の
推
進
を
図
り
地
域

学
習
の
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
の
教
育
力
向
上
の
た
め
、

社
会
教
育
事
業
を
と
お
し
て
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
指
導
・
支
援
と
保
護
者
へ
の

意
識
啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
幼
児
教
育
は
、
昨
年
度
か
ら
継
続
し

て
、
元
陣
屋
で
の
「
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
」
や
「
お
絵
か
き
体
験
」、「
工
作
」

な
ど
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
お
は

な
し
ポ
ト
フ
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
さ

ら
に
充
実
を
図
り
定
期
的
に
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
健
診
時
に
、
図
書
司

書
が
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
幼
児
用

図
書
の
閲
覧
・
貸
し
出
し
を
行
う
「
お

は
な
し
ポ
ト
フ
・
プ
チ
」
も
継
続
実
施
し
、

親
子
が
本
を
と
お
し
て
ふ
れ
あ
い
を
深

め
、
幼
児
の
心
身
と
も
に
健
全
な
発
達

を
促
す
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
少
年
教
育
で
は
、「
青
少
年
健
全
育

成
推
進
協
議
会
」、「
子
ど
も
会
育
成
員

連
絡
協
議
会
」
な
ど
と
の
共
催
で
「
少

年
の
主
張
大
会
」、「
ご
だ
ら
っ
ぺ
王
国

祭
」
を
継
続
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
主
催
事
業
と
し
て
は
、
昨
年

度
ま
で
の
「
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
」、

「
キ
ッ
ズ
体
験
会
」、「
な
ん
で
も
体
験

隊
」、「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
を

統
合
し
て
、「
ま
し
け
キ
ッ
ズ
体
験
隊
」

と
い
う
名
称
と
し
、
従
来
か
ら
の
小
学

校
中
学
年
の
「
ピ
ュ
ー
パ
コ
ー
ス
」
と

高
学
年
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
コ
ー

ス
」
に
加
え
、
今
年
度
は
新
た
に
小
学

校
低
学
年
の
「
ラ
ー
バ
コ
ー
ス
」
を
設

定
し
、
連
担
性
の
あ
る
各
種
の
少
年
教

育
事
業
を
と
お
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
全
な
心
身
の
育

成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
青
年
教
育
で
は
、
町
内
の
若
者
の
仲

間
づ
く
り
や
交
流
の
き
っ
か
け
と
な
る

推
進
事
業
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
町

内
の
団
体
等
と
の
情
報
交
換
・
協
議
を

進
め
な
が
ら
、
青
年
活
動
の
核
と
な
る

人
材
育
成
の
発
掘
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の

育
成
に
努
め
ま
す
。

　
女
性
教
育
で
は
、
毎
月
開
催
す
る



「
さ
く
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
級
」
に
つ

い
て
、
学
習
内
容
の
充
実
と
学
生
へ
の

支
援
を
強
化
し
、
新
入
学
生
の
増
加
を

図
り
な
が
ら
、
年
間
を
と
お
し
た
計
画

的
な
学
習
機
会
の
提
供
を
行
い
、
女
性

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
」、

「
女
性
４
団
体
の
会
」
へ
も
積
極
的
な

支
援
を
行
い
、
生
活
に
根
ざ
し
た
地
域

で
活
躍
す
る
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
と

団
体
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
園
児
と
大
人
写
真

　
高
齢
者
教
育
で
は
、
年
間
を
と
お
し

た
計
画
的
な
学
習
に
よ
り
開
設
さ
れ
て

い
る
「
暑
寒
大
学
」
に
お
い
て
、
学
習

内
容
の
充
実
と
学
生
へ
の
支
援
を
強
化

し
、
新
入
学
生
の
増
加
を
図
り
な
が
ら
、

学
習
会
、
講
演
会
、
施
設
見
学
な
ど
の

様
々
な
学
習
活
動
や
、
豊
か
な
経
験
と

知
識
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
活
動
の

促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
助
成
に

よ
る
三
世
代
交
流
事
業
の
実
施
や
、
ふ

れ
あ
い
広
場
へ
の
協
力
、
葬
苑
清
掃
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
含
め
た
地

域
づ
く
り
に
参
画
す
る
機
会
の
拡
充
に

努
め
ま
す
。

　
家
庭
は
教
育
の
原
点
で
あ
り
、
保
護

者
は
人
生
最
初
の
教
師
と
し
て
子
の
教

育
に
つ
い
て
第
一
義
的
責
任
を
有
し
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
や
倫
理
観
、
自
立

心
や
社
会
的
マ
ナ
ー
を
自
分
の
子
に
教

え
る
大
き
な
責
任
が
あ
り
ま
す
が
、
近

年
、
保
護
者
の
意
識
の
低
下
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
改
善
を
め
ざ
し

て
、
家
庭
教
育
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ

つ
も
、
子
ど
も
た
ち
が
心
身
の
調
和
の

と
れ
た
発
達
を
図
れ
る
よ
う
、
保
護
者

に
対
す
る
学
習
の
機
会
や
情
報
の
提
供

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
啓
発
紙
「
親

子
の
時
間
」
の
定
期
配
布
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
連
携
し
た
家
庭
教
育
学
級
事
業
へ
の

支
援
な
ど
を
と
お
し
て
、
家
庭
教
育
の

意
識
向
上
を
図
る
成
人
教
育
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

芸
術
文
化
の
振
興

　
芸
術
文
化
は
、
人
々
に
感
動
と
安
ら

ぎ
を
も
た
ら
し
、
豊
か
な
人
間
性
と
心

に
潤
い
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
活
動
の
活
性
化
の
中

核
と
な
る
「
文
化
協
会
」
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
の
芸
術
文
化
活
動

の
支
援
と
育
成
普
及
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
芸
術
文
化
に
接
す
る
機
会
の

充
実
を
図
る
た
め
、
今
年
度
も
継
続
し

て
各
種
の
推
進
事
業
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
芸
術
鑑
賞

事
業
は
、
日
常
鑑
賞
す
る
こ
と
の
少
な

い
舞
台
芸
術
を
体
感
す
る
こ
と
で
、
芸

術
文
化
に
対
す
る
豊
か
な
情
操
を
養
う

こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
年
度
は
小
学
生
を
対
象
と
し

て
、
ハ
ン
ド
フ
ル
ー
ト
奏
者
と
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　
今
年
度
の
「
地
域
の
文
化
創
造
推
進

事
業
」
は
、
元
陣
屋
を
会
場
と
し
た
「
三

橋
と
ら
絵
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、「
絵

本
作
家
丸
山
誠
司
読
み
聞
か
せ
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」、「
元
陣
屋
ま
つ
り
」
を

開
催
し
、
旧
商
家
丸
一
本
間
家
で
は

「
ミ
ニ
縁
日
」、「
怪
談
話
２
０
１
６
」、

「
宮
城
の
民
話
語
り
」
な
ど
の
事
業
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

　「
増
毛
の
民
話
影
絵
紙
芝
居
」は
現
在

　
話
制
作
さ
れ
て
お
り
、「
増
毛
の
民

１３話
伝
承
会
」
が
平
成
　
年
度
か
ら
公
演

２３

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
ま
で
延
べ

２
埀３
０
０
人
以
上
の
方
に
鑑
賞
し
て

い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
好
評
を
得
て
お

り
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小

学
校
、
自
治
会
、
福
祉
施
設
な
ど
の
町

内
で
の
公
演
の
ほ
か
、
町
外
か
ら
の
公

演
依
頼
も
あ
り
継
続
し
て
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
親
子
英
会
話
教
室
は
、
平
成
　
年
度

２５

か
ら
父
母
と
幼
児
を
対
象
に
開
催
し
て

お
り
ま
す
が
、
多
く
の
参
加
者
が
親
子

で
英
会
話
を
楽
し
ん
で
お
り
、
今
年
度

も
引
き
続
き
本
町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
講
師
と

し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
文
化
振
興
の
拠
点
施
設
で
あ
り
ま
す

総
合
交
流
促
進
施
設
「
元
陣
屋
」
で
は
、

特
に
、
子
ど
も
の
図
書
に
関
す
る
事
業

に
力
を
入
れ
、
親
子
の
憩
い
の
場
と
し

て
の
幅
広
い
活
用
を
図
り
、
利
用
者
の
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拡
充
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
歴
史
を
通
史
と
し
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
展
示
室
に
お
い
て
は
、

説
明
の
掘
り
下
げ
や
展
示
の
工
夫
を
行

い
、
町
内
外
へ
さ
ら
な
る
見
学
と
学
習

の
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
旧
商
家
丸
一
本
間
家
で
は
、
開
館
期

間
を
と
お
し
て
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
を
企
画
す
る

と
と
も
に
、
休
憩
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
な

ど
居
心
地
の
良
い
滞
在
空
間
を
提
供
す

る
な
ど
、
町
の
観
光
施
設
と
し
て
の
側

面
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
ま
た
、
町
民
に

は
重
要
文
化
財
と
い
う
町
民
共
有
の
財

産
で
あ
る
誇
り
を
認
識
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
今
年
度
も
さ
ら
な
る
施
設
の

有
効
利
用
と
入
館
者
の
増
加
を
め
ざ
し

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、
身
体
を
動
か
す
と
い

う
人
間
の
根
源
の
欲
求
に
応
え
る
と
と

も
に
、
爽
快
感
、
達
成
感
、
連
帯
感
な

ど
の
精
神
的
充
足
や
楽
し
さ
を
も
た
ら

し
、
さ
ら
に
は
、
体
力
の
向
上
や
、
ス

ト
レ
ス
の
発
散
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

な
ど
、
心
身
の
両
面
に
わ
た
る
健
康
の

保
持
増
進
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や

年
齢
、
体
力
、
趣
味
な
ど
に
応
じ
て
、

身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
体
育
協
会
」
や
「
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
本
部
」
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
と
育
成
活

動
の
支
援
及
び
各
団
体
へ
の
支
援
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
中

心
と
な
り
「
健
康
づ
く
り
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
」、「
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
講
習
会
」
な

ど
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
事
業
に
取
り

組
み
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
ん
で
も
ら
え
る
事
業
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、「
体
力
テ
ス
ト
会
」
を
開
催

し
、
個
人
の
適
性
や
健
康
状
態
を
再
確

認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

　
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
開
催
し
て
お
り

ま
す
「
リ
ト
ル
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
」、

「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
カ
ッ
プ
少
年
野
球
大

会
」、「
サ
ー
モ
ン
杯
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
」、「
暑
寒
別
岳
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

全
道
各
地
か
ら
増
毛
町
へ
大
勢
の
方
が

来
て
い
た
だ
い
て
い
る
町
の
主
要
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
町
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
と
都
市
と
の
交
流
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
大
会
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
年
度
も
益
々
の
充
実
が
図
ら
れ

る
よ
う
支
援
い
た
し
ま
す
。

　
全
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
今
年
度
か

ら
コ
ー
ス
を
変
更
し
、
新
た
な
大
会
の

位
置
づ
け
と
し
て
開
催
し
、
多
く
の
町

民
が
体
力
増
進
と
健
康
づ
く
り
を
目
的

に
楽
し
く
参
加
で
き
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
調
整
・
協
議
を
進
め
な
が
ら
定
着

し
た
大
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　
　
サ
ッ
カ
ー
写
真

　
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ

て
お
り
ま
す
体
育
館
、
温
水
プ
ー
ル
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
経
年
変
化
の

影
響
が
出
て
お
り
ま
す
が
、
適
宜
補
修

等
の
維
持
整
備
を
図
り
な
が
ら
環
境
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
屋
内
グ
ラ
ン
ド
は
床
面
が
人

工
芝
と
な
り
、
安
心
・
安
全
な
環
境
整

備
と
機
能
性
の
向
上
も
図
ら
れ
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
種
目
に
わ

た
り
有
効
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
グ
ラ
ン
ド
は
、
昨
年
、
照
明
機

器
の
整
備
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
施

設
維
持
を
図
り
ま
す
。

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
拡
充
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
が
、

平
成
　
年
度
の
供
用
開
始
に
む
け
て
、

２９

今
年
度
も
引
き
続
き
施
設
の
拡
充
工
事

を
行
い
ま
す
。

　
む
　
す
　
び

　
以
上
、
平
成
　
年
度
の
教
育
行
政
執

２８

行
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
わ
た
っ
て
、

生
き
る
力
と
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
、
生
き
生
き
と
心
豊
か
な
毎
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
増

毛
町
の
教
育
推
進
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
並
び
に
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ま 題話のち

　
４
月
　
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

１１

「
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
」
が
行
わ
れ
、
町
内
事

業
者
職
員
や
町
職
員
な
ど
　
名
が
参
加
し
ま

１８

し
た
。

　
株
式
会
社
エ
デ
ュ
ー
ス
（
札
幌
市
）
代
表

取
締
役
社
長
の
小
泉
笑
美
子
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
基
本
マ
ナ
ー
や

電
話
応
答
、
来
客
時
の
接
客
応
対
の
方
法
な

ど
、
約
３
時
間
に
わ
た
っ
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
基
本
的
な
身
だ
し
な
み

や
、
場
合
に
応
じ
た
お
辞
儀
の
角
度
な
ど
、

実
践
的
な
研
修
に
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

挨
拶
は
心
と
言
葉
を
添
え
て

　「
中
学
生
の
国
内
研
修
」
と
し

て
、
３
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
、

２５

２９

増
毛
中
学
校
生
徒
　
名
が
東
京
方
面
を
訪
れ
、

１５

様
々
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
社
会
の
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
り
、
行
き
先
に

つ
い
て
調
べ
た
り
な
ど
、
事
前
研
修
を
重
ね

て
か
ら
出
発
。

　
電
車
や
地
下
鉄
を
利
用
し
て
日
本
点
字
図

書
館
を
訪
問
し
た
り
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
東

京
タ
ワ
ー
の
見
学
、
和
紙
専
門
店
「
小
津
和

紙
」
で
の
和
紙
づ
く
り
体
験
な
ど
、
朝
か
ら

夜
ま
で
び
っ
し
り
と
詰
ま
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
様
々
な
経
験
を
し
、
充
実
し
た
５
日
間

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
６
日
、
増
毛
小
学
校
、
増
毛
中
学
校
そ
れ

ぞ
れ
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

き
り
ま
し
た
。

希
望
と
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、

新
た
な
第
１
歩

▲早くみんなと遊びたくてうずうずして

いる保育所新入所児

　
４
月
４
日
に
あ
っ
ぷ
る
保
育
所

で
、
７
日
に
は
増
毛
幼
稚
園
で
そ

れ
ぞ
れ
入
所
式
、
入
園
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
て
会
う
お
と
も
だ
ち
や

先
生
方
に
緊
張
し
つ
つ
も
、
こ
れ

か
ら
の
新
生
活
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
る
様
子
で
し
た
。

▲名前を呼ばれ、元気に返事をする増毛

幼稚園新入園児

▲増毛小学校では、おしゃれな洋服に身を包ん

だ２２名の新入学児童が、一人一人名前を呼ば

れると、元気に返事をしていました。

「
中
学
生
の
国
内
研
修
」
で
様
々
な
体
験
を

▼増毛中学校では、３５名が新入生として迎えら

れ、緊張した面持ちで体育館に入場。部活動

などに積極的に取組み、有意義な３年間にす

ることを誓いました。
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ま 題話のち

　４月15日（金）に、増毛町の魅力を約１時間にわたって生放送した「北海道中ひざくりげ＆穴場ハン

ター」（ＮＨＫ総合）というテレビ番組。みなさん、ご覧いただけましたか涯

　今回は、増毛町から町商工会、漁組、ＪＡ、役場、など町内各団体の若手合わせて30名が、ＮＨＫ旭

川放送局のスタジオで生放送のテレビ番組にて増毛町のＰＲに挑戦しました！

　19時頃に放送局入りした増毛町の若者ご一行。それぞれの団体が用意したカラフルなはっぴを着て

スタジオに入ると、いきなり穴場ハンターメインＭＣの藤岡みなみちゃんがお出迎え！撮影の流れや、

盛り上げ方を説明してくださるスタッフの方の説明などほとんど聞

かず、みなみちゃんの居る方ばかりを気にする広報マン…。その間、

着々とリハーサルが進み、あっという間に本番。終始なごやかな雰

囲気で撮影がすすみ、番組の最後で各団体の代表者たちがしっかり

と増毛をＰＲ！あっという間の１時間でした。

　もちろんマーシーくんも現場にかけつけて応援（番組内で触れら

れることはありませんでしたが笑）。テレビに映れて満足そうな顔

をしながら増毛まで飛んで帰っ

ていきました。

　この放送をみて、たくさんの

方が増毛町に訪れてほしいと思

います！

ｖｏｌ，12

※写真は全てリハーサル中のものです。

　
４
月
　
日
、「
ま
し
け
キ
ッ
ズ
体
験
隊

１７

２
０
１
６
」
の
開
校
式
が
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
町
内
の
児
童
　
名
が
出
席
し

３８

ま
し
た
。

　
昨
年
度
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
「
発
明
ク

ラ
ブ
」「
な
ん
で
も
体
験
隊
」「
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
修
学
旅
行
」「
キ
ッ
ズ
体
験
会
」

を
、
今
年
度
は
当
事
業
に
集
約
し
、
今
ま

で
行
っ
て
き
た
内
容
も
含
め
て
、
１
年
を

通
し
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
開
校
式
の
あ
と
は
、
ラ
ー
バ
ク
ラ
ス

（
低
学
年
）、
ピ
ュ
ー
パ
ク
ラ
ス
（
中
学
年
）、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス
（
高
学
年
）

に
分
か
れ
て
、
水
が
入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
押
し
た
り
離
し
た
り
す
る
と
、
中
の

も
の
が
浮
い
た
り
沈
ん
だ
り
す
る
「
浮
沈

子
」
づ
く
り
や
釘
と
金
づ
ち
を
使
っ
て
木

製
の
巣
箱
づ
く
り
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

楽
し
く
学
び
な
が
ら
様
々
な
体
験
を

　
４
月
　
日
、
ま
し
け
マ
ル
シ
ェ
の
今
シ
ー
ズ

２１

ン
の
営
業
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
９
日
か
ら
プ
レ
オ
ー
プ
ン
と
い
う
こ
と
で
開

店
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
町
内
の
特
産
品
や
加

工
品
の
品
数
も
少
し
ず
つ
増
え
、
大
型
連
休
を

前
に
本
格
オ
ー
プ
ン
。

　
店
頭
に
は
、
観
光
客
向
け
の
商
品
の
他
に
町

内
農
家
の
新
鮮
な
野
菜
な
ど
も
売
っ
て
い
ま
す

の
で
、
町
民
の
方
も
気
軽
に
買
い
物
で
き
る
環

境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
駅
前
の
観
光
案
内
所
も
内
装
新

た
に
オ
ー
プ
ン
。　

日
に
は
丸
一
本
間
家
も
開

２２

館
し
、
い
よ
い
よ
増
毛
町
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
が

到
来
で
す
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
が
増
毛
町

に
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

観
光
シ
ー
ズ
ン
が
到
来



【
介
護
員
】

■
募
集
人
員

　
養
護
・
特
養
　
複
数
名

■
応
募
資
格
　
年
齢
　
歳
以
上

１８

※
無
資
格
可
、
介
護
福
祉
士
及

び
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以

上
歓
迎

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

・
夜
勤
　
時
　
分
～

１６

１５　
翌
日
９
時
　
分
１５

※
勤
務
形
態

一
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

早
出
・
遅
出
・
夜
勤
の
３
交

代
制
の
勤
務

二
、
日
勤
職
員

早
出
、
遅
出
の
日
勤
２
交
代

制
の
勤
務

三
、
パ
ー
ト
職
員

勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
を
、

あ
な
た
の
都
合
に
合
わ
せ
て

調
整
し
た
勤
務
（
応
相
談
）

■
賃
金

　
フ
ル
タ
イ
ム
・
日
勤
職
員

　
月
額
１
３
４
埀２
０
０
円
以
上

　
パ
ー
ト
職
員

　
・
時
給
　
　
　
 ８
２
０
円

　
・
日
給
　
　
６
埀
４
０
０
円

※
資
格
、
経
験
年
数
に
よ
る

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

※
勤
務
形
態
に
よ
り
手
当
の
内

容
が
異
な
り
ま
す
。

☆
介
護
職
員
初
任
者
研
修
及
び

介
護
福
祉
士
を
目
指
す
た
め

の
実
務
者
研
修
費
用
の
一
部

に
助
成
が
有
り
ま
す
。

☆
明
和
園
で
新
規
に
就
職
さ
れ

る
場
合
に
は
手
当
支
給

　
月
額
五
千
円
【
　
ヶ
月
間
】

１２

就
職
の
た
め
、
他
町
村
か
ら

町
内
へ
居
住
さ
れ
る
場
合

　
月
額
一
万
円
【
　
ヶ
月
間
】

１２

【
清
掃
員
】

■
募
集
人
員
　
１
名

■
応
募
資
格
　
年
齢
　
歳
以
上

１８

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

■
賃
金
　
日
給
 ６
埀０
０
０
円

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

【
申
込
方
法
】

採
用
決
定
ま
で
随
時
受
付
。

履
歴
書
に
有
資
格
者
は
証
明

書
の
写
し
を
添
え
て
、
明
和

園
に
提
出
願
い
ま
す
。（
郵

送
可
）

 
町
立
明
和
園

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
０
１
）

■
実
施
日

　
５
月
　
日（
木
）

１２

※
小
雨
決
行

■
実
施
場
所
（
集
合
場
所
）

・
朱
文
別
川
河
口

・
舎
熊
駅
前
浜
か
ら
セ
イ
コ
ー

マ
ー
ト
前
浜

・
市
街
地
海
岸
線
（
暑
寒
海
岸

町
～
弁
天
町
１
丁
目
）

■
集
合

　
　
時
　
分
ま
で
に
現
地
集
合

１７

３０

■
実
施
時
間

　
時
　
分
頃
ま
で
１
時
間
程

１８

３０

度
実
施

※
集
合
場
所
ま
で
は
各
自
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
は
町
で
用
意
し
ま
す

が
、
軍
手
は
各
自
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

 
企
画
財
政
課
・
企
画
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
０
）

　
５
年
目
と
な
る
「
増
毛
え
び

地
酒
ま
つ
り
」
を
次
の
日
程
で

開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
例
年
同
様
、
通
行
規
制
な
ど

が
か
か
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
町
の
観
光
振

興
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
交
通
規
制
な
ど
の
詳

細
は
、
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　
５
月
　
日（
土
）・
　
日（
日
）

２８

２９

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

００

１５

００

■
開
催
場
所

　
駅
前
歴
史
通
り
周
辺

 
役
場
商
工
観
光
課
（
実
行
委

員
会
事
務
局
 電
話
 ５
３
倆

３
３
３
２
）
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暮 報情のしら

（
錦
町
４
丁
目

　
電
話
 　
倆
６
４
５
１
）

４３

川
上
内
科
医
院

【
５
月
　
日
】

１５

日
曜
当
番
医
（
留
萌
市
）

ク
リ
ー
ン
作
戦
を

実
施
し
ま
す

増
毛
え
び
地
酒
ま
つ
り

の
開
催
に
つ
い
て

町
立
明
和
園
臨
時
職
員

（
介
護
員
・
清
掃
員
）

募

集

お
知
ら
せ

　
明
治
　
年
　
月
１
日
に
増

１６

１１

毛
小
学
校
舎
熊
分
教
場
と
し

て
創
立
開
校
以
来
、
地
域
の

皆
様
に
支
え
ら
れ
た
我
々
の

母
校
も
平
成
　
年
３
月
　
日

２８

１８

に
最
後
の
卒
業
生
を
送
り
、

平
成
　
年
度
を
も
っ
て
、
閉

２７

校
と
な
り
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
舎
熊
小

学
校
同
窓
会
も
学
校
閉
校
と

と
も
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に

な
り
、
永
年
に
わ
た
り
地
域

の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
、
同
窓
会

解
散
の
お
知
ら
せ
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　
な
お
、
解
散
に
あ
た
り
若

干
の
繰
越
金
が
生
じ
て
お
り

ま
す
が
、
旧
舎
熊
小
学
校
区

の
連
合
自
治
会
等
へ
引
き
継

ぎ
を
行
い
ま
す
。

 舎
熊
小
学
校
同
窓
会

会
長
　
玉

田

康

彦
 

舎
熊
小
学
校
同
窓
会

解
散
の
お
知
ら
せ
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町
で
は
、
町
内
か
ら
留
萌
市

内
の
高
校
へ
通
う
通
学
費
等
の

助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
対
象
者

町
内
在
住
者
で
町
内
よ
り
留

萌
市
内
の
高
校
へ
通
学
、
も

し
く
は
留
萌
市
内
の
高
校
へ

通
う
た
め
に
下
宿
し
て
い
る

高
校
生
。

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
総
務

学
校
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

 
教
育
委
員
会
総
務
学
校
課
・

総
務
係
（
電
話
 ５
３
倆
２
４

２
７
）

　
今
年
度
最
初
の
町
民
ス
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
す
。

　
第
１
回
目
は
東
京
大
学
大
学

院
情
報
学
環
助
教
の
定
池
祐
季

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
暮
ら
し

に
役
立
つ
防
災
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

　
５
月
　
日（
木
） 　
時
開
演

２６

１９

■
会
場

　
文
化
セ
ン
タ
ー
 大
ホ
ー
ル

■
演
題

　「
暮
ら
し
に
す
ぐ
効
く
！

　
　
　
　
　
防
災
の
処
方
箋
」

■
入
場
料
　
　
無
料

※
地
域
の
防
災
講
演
会
と
し
て

町
の
総
務
課
と
の
共
催
で
行

う
た
め
無
料
と
な
り
ま
す
。

 
町
民
ス
ク
ー
ル
運
営
委
員
会

事
務
局
（
教
育
委
員
会
地
域

学
習
課
・
文
化
振
興
係
　
電

話
 ５
３
倆
２
４
２
７
）

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委

員
の
日
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で

も
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ

い
て
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
相
談
は
無
料
。
難
し
い

手
続
き
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
人
権
相
談
は
、
離
婚
相
談
な

ど
の
家
庭
内
の
問
題
や
借
地
借

家
の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め
ご

と
な
ど
、
と
て
も
幅
広
い
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
と

し
て
、
人
権
相
談
所
が
、
法
務

局
で
常
時
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
役
場
や
公
共
施

設
な
ど
を
利
用
し
て
、
特
設
人

権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

■
人
権
擁
護
委
員（
増
毛
町
内
）

・
山
下
　
惇
氏（
南
暑
寒
町
１
）

・
庄
司
道
子
氏（
南
畠
中
町
１
）

・
西
元
章
夫
氏（
暑
寒
町
３
）

※
相
談
に
つ
い
て
は
、
次
の
問

合
せ
先
ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 
旭
川
地
方
法
務
局
留
萌
支
局

　（
電
話
 ４
２
倆
０
４
９
２
）

　
町
内
全
て
の
企
業
・
事
業
所

が
対
象
で
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
平
成
　
年
６
月
に
、
経
済
セ

２８

ン
サ
ス
倆
活
動
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
統
計
調
査

は
全
産
業
分
野
の
経
済
活
動

を
把
握
す
る
調
査
で
あ
り
、

全
国
の
全
て
の
企
業
・
事
業

所
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
調
査
の
結
果
は
、
国
の
各
種

行
政
政
策
を
は
じ
め
、
地
域

の
産
業
振
興
や
商
業
の
活
性

化
な
ど
の
地
域
行
政
の
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
。

○
調
査
票
は
、
５
月
末
ま
で
に

調
査
員
が
直
接
伺
い
、
調
査

票
を
お
配
り
し
ま
す
。

○
回
答
は
、
調
査
票
に
て
提
出

す
る
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
回
答
が
で
き
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
は

６
月
７
日（
水
）が
期
限
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
は
、
統
計
の
目
的

以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
経
済
セ
ン
サ
ス
の
「
セ
ン
サ

ス
」
と
は
、「
全
数
調
査
」
の

訳
語
で
、
す
べ
て
の
対
象
を

漏
れ
な
く
調
査
す
る
と
こ
を

意
味
し
ま
す
。

 
役
場
企
画
財
政
課
・
企
画
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
０
）

暮 報情のしら

高
等
学
校
生
徒
通
学
費

等
補
助
金
に
つ
い
て

ま
し
け
町
民
ス
ク
ー
ル

第
１
回
講
座
を
開
催
し
ま
す

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
！

経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

新着本案内

  総合交流促進施設元陣屋（電話 ５３崖３５２２）

　「蹴る時には何も考えてない。頭
にあるのは自分のルーティンが守れ
ているかどうかだけだ」勝利は必然。
日本のフルバックが楕円球と歩んだ
ラグビー人生を語る。

不動の魂 五郎丸　歩 著せな　けいこ 著

　海の底でたくさんの魚の子ど
もが生まれたけれど、あれっ、
泳げない子がいるよ。「あー、
どうしてぼく、泳げないんだろ
う」そんな魚の子が、たどりつ
いた所は…。

およげないさかな
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町
で
は
、
６
月
に
家
庭
の
周
り
か
ら
出
る
草
等
を
無
料

で
収
集
し
ま
す
。
無
料
収
集
は
、
年
２
回
の
実
施
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

【
草
等
の
出
し
方
】

・
中
が
透
け
て
見
え
る
ポ
リ
袋
や
レ

ジ
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
指
定
日
以
外
に
出
す
場
合
は
、
不
燃

系
埋
立
ご
み
と
な
り
ま
す
。

・
使
用
し
て
い
る
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
横
に
、
午
前
９

時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
草
等
の
特
別
収
集
日
】

■
問
合
せ
先

・
留
萌
南
部
衛
生
組
合
（
電
話
 ４
３
倆
２
５
５
５
、
４
３

倆
２
５
８
８
）

・
町
民
課
・
町
民
環
境
係
（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
２
）

収
集
日

６
月
６
日

（
月
曜
日
）

６
月
　
日
１３

（
月
曜
日
）

収

集

地

区

阿
分
、
信
砂
、
舎
熊
、
箸
別
、
湯
の
沢

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
１
～
　
、
２
０
０
』

５４

中
歌
、
港
町
、
見
晴
町
、
市
街
地
区（
海
岸
通

線
か
ら
３
丁
目
通
線
ま
で
）

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
　
～
１
０
６
、
２
０
３
』

５５

市
街
地
区（
４
丁
目
通
線
か
ら
暑
寒
沢
ま
で
）

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
１
０
７
～
１
６
６
、

２
０
１
』

別
苅
、
岩
尾
、
雄
冬

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
１
６
７
～
１
９
９
』

草
等
の
特
別
収
集
に
つ
い
て

狂犬病予防注射及び畜犬登録日程表

５月１６日（月）実施日

実 施 場 所実施時間

山本弘一様宅前見晴町９：００ ～ ９：０５

大嶋和敏様宅前
湯の沢

９：１０ ～ ９：１５

棚橋昌晃様宅前９：２０ ～ ９：２５

箸別生活館前箸　別９：３０ ～ ９：３５

穐田豊己様宅前

舎　熊

９：４０ ～ ９：４５

舎熊連合自治会館前９：５０ ～ ９：５５

豊田敏己様宅前１０：００ ～ １０：０５

彦部自治会館前１０：１０ ～ １０：１５

舎熊駐在所前１０：２０ ～ １０：２５

元阿分福祉会館前

阿　分

１０：３０ ～ １０：３５

相馬純市様宅前１０：４０ ～ １０：４５

阿分会館前１０：５０ ～ １０：５５

元ローソン増毛店駐車場南暑寒町３１１：１５ ～ １１：２０

ＪＡ南るもい農協増毛支所前南畠中町５１１：２５ ～ １１：３０

太田　明様宅前南永寿町３１１：３５ ～ １１：４０

文化センター前南畠中町２１１：４５ ～ １２：０５

工藤　純様宅前

信　砂

１３：４０ ～ １３：４５

信砂生活改善センター前１３：５０ ～ １３：５５

福井俊英様宅前１４：００ ～ １４：０５

五十嵐　尚様宅前
舎　熊

１４：１０ ～ １４：１５

濱田範子様宅前１４：２０ ～ １４：２５

滝口一雄様宅前中　歌１４：３０ ～ １４：３５

増毛駅前弁天町１１４：４０ ～ １４：５０

健康一番館前弁天町３１４：５５ ～ １５：０５

野口理容店様前稲葉町２１５：１０ ～ １５：１５

個別訪問（訪問依頼分）町内全域１５：２０ ～ １７：００

５月１７日（火）実施日

実 施 場 所実施時間

北山恒三様宅前

別　苅

９：００ ～ ９：０５

林　龍男様宅前９：１０ ～ ９：１５

小樽間内会館前９：２０ ～ ９：２５

藤島浩一様宅前９：３０ ～ ９：３５

柴野ストアー様前９：４０ ～ ９：４５

西村大司様宅前９：５０ ～ ９：５５

川上喜美子様宅前１０：００ ～ １０：０５

櫛引商店様前１０：１０ ～ １０：１５

岩尾温泉あったまーる前岩　老１０：３５ ～ １０：４０

メモリアルパーク駐車場畠中町２１１：１０ ～ １１：１５

元陣屋前永寿町５１１：２０ ～ １１：４０

吉田　弘様宅前暑寒町３１３：２０ ～ １３：３０

若林　彰様宅前暑寒町４１３：３５ ～ １３：４５

徳井重保様宅前南暑寒町１１３：５０ ～ １３：５５

加藤ミナヲ様宅前南暑寒町６１４：００ ～ １４：０５

仙北清孝様宅前

暑寒沢

１４：１０ ～ １４：１５

山口利幸様宅前１４：２０ ～ １４：２５

阿部辰夫様宅前１４：３０ ～ １４：３５

冨野嘉隆様宅前１４：４０ ～ １４：４５

仙北剛久様宅前１４：５０ ～ １４：５５

阿部守夫様宅前１５：００ ～ １５：０５

栄町自治会館前畠中北町１５：１０ ～ １５：３５

太田慎也様宅前

稲葉海岸町

１５：４０ ～ １５：４５

木村　修様宅前１５：５０ ～ １５：５５

山本良嗣様宅前１６：００ ～ １６：０５

個別訪問（訪問依頼分）町内全域１６：１０ ～ １７：００

≪狂犬病予防注射料金及び畜犬登録手数料≫

　◆狂犬病予防注射料金　１頭につき 3，110円（毎年１回の予防接種が法律で義務付けられています）

　◆畜犬登録手数料　　　１頭につき 3，000円（生後９１日以上の犬は登録が法律で義務付けられています）

　　　　　　　　　　　 役場 町民課・町民環境係（電話 53崖1112）

枝の長さを１ｍ未満（太さ５㎝未満）にして、１ｍくらいの紐で縛り、上記の日程に合わせて使用しているゴミステー
ションの横に午前９時までに出してください。※針葉樹以外の通常のせん定枝は収集しませんのでご注意ください。

◇◇◇ 杉、松、おんこ等の針葉樹のせん定枝も収集します！◇◇◇
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氏　　名区氏　　名区

山本　只雄２５－１佐藤　　直１

本郷　　茂２５－２田中　康郎２

織田　達史２６岩見　秀一３

平田　廣司２７赤平　政和４

早坂　範子２７－２横木　一郎５

本内　雄一２８吉田　　優６

小林　　翼２９竹内　政幸９

青山　克廣２９－２合羽井達男１０

石川　邦憲２９－３船水　則幸１１

山口　利幸３０福岡　繁樹１２

西山　征二３２布施　邦彦１３

吉田　智学３４鵜束　則夫１４

浜本　幸夫３５笹原　嘉一１４－１

乗田　繁美３６又村　春海１６

髙田　真人３７鷲尾　練一１７

西村　大司３８佐々木康雄１８

川島　　優３９妻鳥　　統１９

西野　憲一４１渡邊　秀次２０－１

加藤　和義４２大塚　英昭２０－２

小林　　博４３川淵　勝司２１－１

佐藤　一弘４４野上　泰宜２１－２

佐々木健二４５三國　竹己２２－１

岡谷　冏一４６－１赤島　春樹２２－２

松本　敏行４７－１佐藤　康男２２－３

南山　岩男４９丹保　裕子２３－１

長尾　　真４９－１武田　瑞司２３－２

玉野　昭二５１竹内　廣中２３－３

鈴木　　彰５１－２村木　忠夫２３－４

風間　泰昌２４

氏　　名区氏　　名区

村木　忠夫東部芳賀　達雄阿分

織田　達史西部吉田　　優信砂

佐藤　　諭別苅合羽井達男舎熊

加藤　和義岩尾又村　春海箸別

☆自治会長（57自治会）

☆連合自治会長（８地区）

（平成28年５月１日現在：敬称略）

自治会長さん

　固定資産税は、毎年１月１日現在に存在する家
屋に課税されます。家や物置などを取り壊したり、
取り壊す予定のある方は、年内に届出をお願いし
ます。
　届出をしていただければ、翌年からは課税され
ませんが、届出が遅れると翌年も課税されてしま
う場合があります。
　なお、家屋を取り壊したことにより土地の税額
が変わる場合がありますので、ご注意ください。
　また、登記されている家屋の場合は法務局にお
いて滅失登記の手続きも必要です。
　税務係では、町内の家屋や土地などの状況把握
に努めておりますが、家や物置などの取り壊しに
ついては、完全な把握が難しい状況です。適正な
課税に向けて皆さんのご協力をお願いします。不
明な点は税務係にお問い合わせください。

　［お問合せ先］税務課税務係
　　　　　　　　電話 53－1114

《家や物置などを取り壊した時は
　届出してください》

　町では、家庭から出る生ごみの減量化を推進す
ることを目的として、コンポスト容器をあっせん
します。
　
①注文できる個数は１世帯につき１個までです。
②申込書に必要事項を記入し、料金 ４，０００円を添
えて自治会の代表の方に申し込みをしてくださ
い。（各自治会をとおして申し込みの受付を
行っております。）
③昨年度までにコンポストを申し込みされている
方は、今年度申し込むことはできません。
　ただし、破損等の理由で使用できなくなった
場合は、備考欄に理由を記入の上、お申し込み
ください。
④申し込みの受付期限は５月３０日（月）までとし
ます。
⑤６月中旬に商品が納品され次第配送します。

　［お問合せ先］町民課町民環境係
　　　　　　　　電話 53－1112

《コンポストの申し込みについて》
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　所得が少ないときや失業等により保険料を納めることが出来ない場合には、本人の申請に

よって、保険料の納付が免除される制度があります。

　① 免除（全額免除・一部免除）申請

本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合や、失業等の事由がある

場合に、保険料が全額免除または一部免除となります。

　② 若年者納付猶予申請

30歳未満の方で、本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予

されます。

　③ 学生納付特例申請

学生の方で本人の前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予されます。

　※付加年金または国民年金基金に加入中の場合、免除等が承認されると脱退となります。

■ 過去２年まで遡って免除申請ができます。
　平成26年４月から法律が改正され、保険料の納付期限から２年を経過していない期間に

ついて、遡って免除等を申請できるようになりました。ただし、申請が遅れると万一のと

きに、障害年金が受け取れないなどの不利益が生じる場合がありますので、すみやかに申

請してください。

■「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い

保険料の免除制度があります

問い合わせ

留萌年金事務所　0164－43－7211

役場保険年金係　0164－53－1113

（注１）　保険料を納めた場合と比べて、受け取る年金額が以下のとおりとなりま

す。（平成21年４月以降免除期間）

　　　　・全額免除の場合…２分の１　　　・半額免除の場合…４分の３

　　　　・４分の３免除の場合…８分の５　・４分の１免除の場合…８分の７

（注２）　一部免除については、減額された保険料を納めないと「未納」と同等の

扱いとなります。

未　　納若年者納付猶予
（学生納付特例）一部免除全額免除納　　付

含まれない含まれる含まれる
（注２）

含まれる含まれる
老齢・障害・遺族
基礎年金の受給資
格期間に…

含まれない含まれない含まれる
（注１、２）

含まれる
（注１）

含まれる老齢基礎年金額の
計算に…

マーシーの年金相談
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町
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部
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防
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３
倆
２
１
７
５
）

消
防
演
習
の
た
め

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

 留萌警察署

　電話 42－0110

山登りは、体力・技量を考えて！
●道迷いの防止

地形図、コンパス、ＧＰＳを持ち、

道に迷ったら正しい地点まで引き返す。

●転倒事故防止

転倒は、脚の筋力が疲労した下山時に多く発生して

います。

　自分の体力に応じた山を選びましょう。

●病気の予防

頭痛や微熱、寝不足等で体調不良を感じたときには、

無理をせず、登山を控えましょう。

●低体温症の予防

長時間風雨にさらされる行動を避け、こまめに水分

補給とエネルギー補給を行いましょう。

　暑寒別岳の春スキーや山菜採り
のシーズンとなりましたが、山へ
向かう際には必ず詳しい行き先と
帰宅予定時間を家族に告げ、万全
の装備で出かけましょう。また、
悪天候が予想される場合はその日
を避けるなど、柔軟な計画を立て
るようにしましょう。

・
住
宅
の
火
事
に
適
し
た
消
火
器
と
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の

で
、
誰
で
も
簡
単
に
操
作
で
き
ま
す
。

・
住
宅
の
火
事
と
し
て
、
天
ぷ
ら
油
に
よ
る
も
の
、
ス
ト
ー

ブ
に
よ
る
火
事
、
電
気
に
よ
る
火
事
な
ど
に
対
し
て
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用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
使
用
期
間
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は
使
用
期
限
が
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示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
初
期
消
火
が
行
わ
れ
た
場
合
、
最
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い

る
の
は
消
火
器
で
す
。

　
グ
ラ
フ
か
ら
も
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か
る
と
お
り
、
初
期
消
火
で
消
火
器
を

使
用
し
た
場
合
、
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率
は
７
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を
超
え
て
い
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す
。
万
が

一
火
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出
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し
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場
合
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消
火
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用
し
た
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期
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火
が
有
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ま
す
。
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宅
用
消
火
器
を
ご
家
庭

に
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す
る
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務
な
ど
は
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ま
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が
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さ
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か
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※
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。
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町
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防
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緯
 
５
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１
７
５
】

ご
家
庭
に
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を

住
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用
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と
は

住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

74%

26%

成功

失敗

消火器を使用した
初期消火成功率

北海道の山を登る皆さんへ ～ 増毛駐在所からのお知らせ ～
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　今年で記念すべき30回目を迎える北海道マラソンでは、道内全179市町村から各１名に参加し
ていただく「179市町村参加企画」が実施されます。増毛町では、次のとおり代表者を選出致し
ます。

○開 催 日　　　平成２８年８月２８日（日） 午前９時スタート
○選出人数　　　増毛町から１名
○参加種目　　　フルマラソンまたはファンラン（11．5㎞）
○選出条件　　　次のいずれにも該当されている方
　　　　　　　　・増毛町内に居住されている方。
　　　　　　　　・フルマラソンは、大会当日満19歳以上の方で５時間以内に完走できる方。

またはファンランは、大会当日満16歳以上の方で１時間45分以内に11．5 ㎞
を完走出来る方。

　　　　　　　　※応募者が未成年の場合は保護者へ参加の承諾を得てください。
○申込・選出方法　文化センターに備え付けの申込用紙に、必要事項を記入の上、教育委員会地域

学習課スポーツ係へお申込ください。申込期限は、５月20日（金）午後５時15
分までとします。

　　　　　　　　※応募者が多数の場合は、抽選により決定いたします。（フルマラソン希望者
を優先します。）

○そ の 他　　　・大会参加料は無料です。ただし、交通費や宿泊費等の費用は参加者の負担と
なります。

　　　　　　　　・選出された方は、増毛町代表として、北海道マラソン公式ＨＰや北海道新聞
に顔写真やコメントが掲載される予定です。

 教育委員会地域学習課スポーツ係（電話 53－2427）

◇ 役場新規採用職員紹介 ◇
フレッシュな力を活かして頑張ります！よろしくお願いします！

道内179市町村
参加企画の実施について

［企画財政課財政係兼企画係］

留萌市出身。町民皆さんの心をつ

かめるように頑張ります！

新谷　恭平

［税務課税務係兼納税係］

増毛町出身。少しでも顔を覚えて

いただけるように努力します！

藏田　快希

［町民課保険年金係］

留萌市出身。ぜひ顔を覚えて、見

かけたら声をかけてください！

大石　将史

［町立明和園事務係］

増毛町出身。若さを活かして明る

く元気に頑張ります！

土門　比呂志

［町消防本部警防課消防係］

札幌市出身。町民皆さまの命を守

るため、日々精進します！

山形　裕樹
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町税の納期について

固定資産税（第１期）
軽自動車税

※軽自動車税の税率が変わって
おりますのでご確認下さい。

５月 31 日（ 火 ） 

４月末
人口と世帯

（－２０）人4,627人口

（－１０）人2,134　男

（－１０）人2,493　女

（－５）世帯2,362世帯

（　）は前月との増減

４月１日～４月３０日届出分

（敬称略）

猿
ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
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す
猿

◆
各
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会
等
へ
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現
金
）
（
受
付
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）
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一
部
か
ら
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谷
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）
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区
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へ
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２０

 ̇ 
町
民
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町
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境
係
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話
 ５
３
倆
１
１
１
２
）

　自動車税は、４月１日現在運輸支局に登録されている所有者（所有権留保付自動車の場合は使用者）に

課税される税金です。自動車税納税通知書の発付日は、５月６日（金）です。

　お手元に届かない場合は、札幌道税事務所自動車税部（電話０１１－７４６－１１９０）までご連絡ください。自

動車税納税通知書は、金融機関や郵便局のほか指定のコンビニエンスストアで納めることができます。

̇ 留萌振興局税務課
 電話：４２－８４１８（８時４５分～１７時３０分）

自動車税の納期限は５月３１日（ 火 ）です。忘れずに納期限までに納めまし ょ う。

平成２８年 熊本地震災害義援金

　役場１階、文化センター、保健センター

（健康一番館）の各窓口に義援金箱を設置

しております。

　ご協力よろしくお願いいたします。

日本赤十字留萌地区増毛町分区長

 増
毛
町
Ｐ
Ｒ
大
使
就
任
お
ひ
ろ
め
の
会

　
増
毛
町
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
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だ
く
「
増
毛
町
Ｐ
Ｒ
大
使
」

の
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̇ 税務課・税務係（電話 ５３－１１１４）



●こどもシアター １３：３０～ 元陣屋掌２２●広報ましけ５月号発行晶６
捷２３松７

●定例行政相談所開設 １０：００～１２：００ 文化センター
●ＢＣＧ・麻しん風しん予防接種 １３：３０～１４：００
　市街診療所

昇２４掌８

昌２５●献血車「ひまわり号」巡回 １０：３０～１６：００
　増毛町役場・北日本水産物捷９

●どろんこクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館昭２６●四種混合・水痘予防接種 １３：３０～１４：００
　市街診療所
●こころの健康相談 １５：００～１７：００
　留萌保健所・羽幌町保護センター

昇１ ０

●増毛町ＰＲ大使就任おひろめの会
　１８：００～ オーベルジュましけ晶２７●親子遊びの広場 ９：３０～１１：００ あっぷる保育所昌１ １
●増毛えび地酒まつり２０１６ 駅前歴史通周辺
●本間家ミニ縁日 １０：００～ 旧商家丸一本間家松２８●なかよしクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館

●どろんこクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館昭１ ２
●増毛えび地酒まつり２０１６ 駅前歴史通周辺
●本間家ミニ縁日 １０：００～ 旧商家丸一本間家掌２９晶１ ３

捷３０●乳幼児検診（個別通知）健康一番館松１ ４
●日本脳炎予防接種 １５：３０～１６：００ 市街診療所昇３１掌１ ５
●人権心配ごと特設相談所 １０：００～１２：００
　文化センター昌１捷１ ６
●どろんこクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館昭２●ヒブ・小児肺炎球菌予防接種 １３：３０～１４：００

　市街診療所昇１ ７
●マタニティスクール（生活・安産編）
　１３：１５～１５：００ 留萌市立病院晶３昌１ ８
●増毛中学校体育祭松４●乳幼児相談 ９：３０～１１：３０ 健康一番館

●ベビーマッサージ教室 １０：００～１１：００ 健康一番館昭１ ９
掌５粗大ごみ申込受付最終日晶２０

●広報ましけ６月号発行
●総合検診（個別通知）旭川がん検診センター捷６●ましけキッズ体験隊 １０：００～ 文化センター

●おななしポトフセレクション １３：３０～ 元陣屋松２１

５
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粗大ごみの収集について（毎月第４月曜日）　　 ̇  留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）
①１回の収集につき５点までしか出すことができません。粗大ごみ収集の申込は９：００～１７：００（受付最終日は１５：００）ま
でに、留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）に電話申込してください。その際にステーション番号を忘れずに
伝えてください。
※「ごみ分別ハンドブック」では、申込は２日前の１５：００までとなっていますが、増毛町の場合は、３日前（休日の場合、
その前日）の１５：００までとなります。
②ごみ袋販売店にて粗大ごみ処理券を購入し、当該粗大ごみに貼り付け、収集日の９：００までにごみステーション横又は
自宅前に出してください。　　

家庭ごみの収集日について

　生　 生ごみ　 　 可 燃  可燃系埋立ごみ　 不 燃  不燃系埋立ごみ　 プ ラ  プラ製容器　 ペット  ペットボトル

 か・び  かん、びん　　木　 木くず　　　　 金属・危険  金属類、危険ごみ　 粗 大  粗大ごみ

 資源１  紙製容器、雑がみ、白色トレイ、発泡スチロール　 資源２  新聞・チラシ類、雑誌、ダンボール、紙パック

マ
ー
ク
の
見
方

広
報
ま
し
け
　
　
　
月
号

５

６

 可 燃   資源１ 

 ペット   プ ラ 

 不 燃   か・び 

　生　

 ペット   プ ラ 

　生　  粗 大 

　生　  資源２ 

　生　

 ペット   プ ラ  不 燃   か・び 

　生　

 不 燃   か・び 

　生　 　木　

 可 燃 

 可 燃 

　生　  金属・危険 

 可 燃   資源１ 

 ペット   プ ラ 

　生　  資源２ 

 不 燃   か・び 

　生　

 不 燃   か・び 




